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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第41期

第３四半期連結
累計期間

第42期
第３四半期連結

累計期間
第41期

会計期間
自平成26年４月１日
至平成26年12月31日

自平成27年４月１日
至平成27年12月31日

自平成26年４月１日
至平成27年３月31日

売上高 (千円) 12,719,758 12,924,657 17,568,877

経常利益 (千円) 621,715 591,618 780,315

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(千円) 296,208 321,327 373,216

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 361,855 393,346 457,666

純資産額 (千円) 6,639,859 7,033,098 6,740,481

総資産額 (千円) 10,212,228 10,473,265 11,139,660

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 36.73 39.52 46.22

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) － － －

自己資本比率 (％) 63.6 65.7 59.3
 

 

回次
第41期

第３四半期連結
会計期間

第42期
第３四半期連結

会計期間

会計期間
自平成26年10月１日
至平成26年12月31日

自平成27年10月１日
至平成27年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 20.40 19.99
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

４.「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）等を適用し、第１四半期連結累

計期間より、「四半期（当期）純利益」を「親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益」としておりま

す。

 

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ(当社及び連結子会社)が判断

したものであります。

 

(1) 業績の状況

　当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府の経済対策や日銀の金融政策などを背景に、企業収益

の改善、雇用環境の改善、消費マインドの持ち直しにより、景気は回復基調にあるものの、世界経済の下振れ懸念

もあることから、緩やかなものになっております。

　このような状況の下、当社グループは、多種多様な人財を擁する技術者集団として、多面的なアウトソーシン

グビジネスを展開し、メカトロ関連事業におきましては、高付加価値技術力で、お客様の期待を超える技術クオリ

ティの向上を目指し、また、新しい技術領域である電子回路設計分野へ進出・拡大を図りました。ファシリティ関

連事業におきましては、基幹業務のビルマネジメント業務のノウハウとエネルギー関連技術を融合し、建物の資産

価値を向上する都市インフラ技術サービスを提供しました。コンテンツサービス事業におきましては、魅力的なコ

ンテンツ制作を通じて文化事業の価値向上に貢献するとともに、主軸のホール関連事業の維持・拡大及びイベン

ト・放送メディア関連事業の業容拡大・強化を図りました。

これらの結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は12,924百万円（前年同期比1.6％増）、営業利益は576百万

円（前年同期比7.5％減）、経常利益は591百万円（前年同期比4.8％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は

321百万円（前年同期比8.5％増）となりました。

セグメントの業績は次のとおりであります。

メカトロ関連事業におきましては、自動車関連業界への売上が堅調に推移し、売上高は4,546百万円(前年同期比

9.8％増)となりましたが、報告セグメント損益の算定方法の変更の影響などにより、セグメント利益は240百万円

(前年同期比15.8％減)となりました。

ファシリティ関連事業におきましては、受注競争の激化などの影響により、売上高は6,207百万円(前年同期比

4.0％減)となりましたが、報告セグメント損益の算定方法の変更の影響などにより、セグメント利益は315百万円

(前年同期比15.2％増)となりました。

コンテンツサービス事業におきましては、ホールの運営管理業務が堅調に推移し、売上高は2,171百万円(前年同

期比2.7％増)となりましたが、労働市場の人手不足が慢性化するなか、人員確保に伴う労務費の増加などの影響に

より、セグメント利益は124百万円(前年同期比10.0％減)となりました。

 

(2) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

なお、当社は財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針は定めておりません。

 

(3) 研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 36,500,000

計 36,500,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間末

現在発行数(株)
(平成27年12月31日)

提出日現在発行数(株)
(平成28年２月10日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 9,125,000 9,125,000
東京証券取引所
(市場第二部)

単元株式数は
100株でありま
す。

計 9,125,000 9,125,000 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式総数
増減数(株)

発行済株式総数
残高(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額(千円)

資本準備金
残高(千円)

平成27年10月１日～
平成27年12月31日

― 9,125,000 ― 981,662 ― 956,962

 

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日(平成27年９月30日)に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

 

① 【発行済株式】

   平成27年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）

普通株式　 651,300
― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式　8,472,700 84,727 ―

単元未満株式 普通株式　　 1,000 ― ―

発行済株式総数 9,125,000 ― ―

総株主の議決権 ― 84,727 ―
 

（注）１．「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式19株が含まれております。

２．「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社(信託口)

が保有する当社従業員持株会支援信託ＥＳＯＰに係る当社株式207,400株（議決権の数2,074個）及び日本

マスタートラスト信託銀行株式会社（役員報酬ＢＩＰ信託口・75848口）が保有する当社株式125,000株

（議決権の数1,250個）が含まれております。

　

② 【自己株式等】

    平成27年12月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数(株)

他人名義所有
株式数(株)

所有株式数の
合計(株)

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社マイスター
エンジニアリング

千葉市美浜区中瀬
一丁目３番地

651,300 ― 651,300 7.14

計 ― 651,300 ― 651,300 7.14
 

(注) 上記には、日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社(信託口)が保有する当社従業員持株会支援信託ＥＳＯＰ

に係る当社株式207,400株（議決権の数2,074個）及び日本マスタートラスト信託銀行株式会社（役員報酬ＢＩＰ

信託口・75848口）が保有する当社株式125,000株（議決権の数1,250個）を含めておりません。

 

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりであります。

 
役職の異動

 

新役名及び職名 旧役名及び職名 氏名 異動年月日

常務取締役
内部監査室担当

兼内部統制推進室担当
 

常務取締役
管理部門長

三宮　幸一 平成27年10月１日

取締役
管理部門長

 

取締役
副管理部門長

竹内　良典 平成27年10月１日
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第 193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成27年10月１日から平成

27年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成27年４月１日から平成27年12月31日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成27年12月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 3,775,985 2,683,369

  受取手形及び売掛金 ※  2,843,426 ※  2,709,326

  未成工事支出金 79,410 194,338

  仕掛品 28,163 27,301

  原材料及び貯蔵品 21,577 29,006

  その他 239,984 223,074

  貸倒引当金 △6,446 △11,218

  流動資産合計 6,982,101 5,855,199

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 1,143,160 1,132,948

   土地 1,100,101 1,100,101

   その他（純額） 124,265 188,114

   有形固定資産合計 2,367,527 2,421,164

  無形固定資産   

   のれん 122,177 99,654

   その他 38,241 56,449

   無形固定資産合計 160,419 156,104

  投資その他の資産   

   投資有価証券 760,445 824,457

   差入保証金 203,937 187,313

   破産更生債権等 30,384 25,487

   その他 665,227 1,051,623

   貸倒引当金 △30,384 △48,084

   投資その他の資産合計 1,629,611 2,040,797

  固定資産合計 4,157,558 4,618,066

 資産合計 11,139,660 10,473,265
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成27年12月31日)

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 1,148,230 630,661

  1年内返済予定の長期借入金 6,564 6,600

  未払法人税等 143,510 46,364

  賞与引当金 377,321 190,261

  役員賞与引当金 12,000 －

  その他 1,139,246 958,793

  流動負債合計 2,826,873 1,832,679

 固定負債   

  長期借入金 439,049 412,000

  役員退職慰労引当金 70,957 －

  退職給付に係る負債 833,656 864,336

  資産除去債務 52,914 52,130

  長期預り保証金 125,686 125,574

  その他 50,041 153,446

  固定負債合計 1,572,305 1,607,487

 負債合計 4,399,178 3,440,166

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 981,662 981,662

  資本剰余金 958,331 968,581

  利益剰余金 5,145,742 5,341,215

  自己株式 △540,976 △524,739

  株主資本合計 6,544,760 6,766,719

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 123,251 166,872

  退職給付に係る調整累計額 △65,998 △49,882

  その他の包括利益累計額合計 57,252 116,989

 非支配株主持分 138,468 149,390

 純資産合計 6,740,481 7,033,098

負債純資産合計 11,139,660 10,473,265
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年12月31日)

売上高 12,719,758 12,924,657

売上原価 10,645,468 10,834,056

売上総利益 2,074,290 2,090,600

販売費及び一般管理費 1,450,586 1,513,733

営業利益 623,703 576,867

営業外収益   

 受取利息 3,277 2,907

 受取配当金 3,391 4,712

 受取補償金 8,789 －

 匿名組合投資利益 1,242 1,245

 貸倒引当金戻入額 5,220 5,765

 その他 9,402 13,744

 営業外収益合計 31,323 28,374

営業外費用   

 支払利息 3,812 5,912

 支払補償費 8,188 －

 匿名組合投資損失 18,014 －

 保険解約損 2,220 －

 支払手数料 753 5,002

 その他 321 2,708

 営業外費用合計 33,311 13,624

経常利益 621,715 591,618

特別損失   

 投資有価証券評価損 59,276 －

 その他の投資評価損 23,033 －

 固定資産除却損 － 4,739

 特別損失合計 82,309 4,739

税金等調整前四半期純利益 539,406 586,879

法人税、住民税及び事業税 149,989 195,693

法人税等調整額 77,674 57,576

法人税等合計 227,664 253,270

四半期純利益 311,742 333,609

非支配株主に帰属する四半期純利益 15,533 12,281

親会社株主に帰属する四半期純利益 296,208 321,327
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年12月31日)

四半期純利益 311,742 333,609

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 38,037 43,620

 退職給付に係る調整額 12,075 16,116

 その他の包括利益合計 50,113 59,737

四半期包括利益 361,855 393,346

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 346,321 381,064

 非支配株主に係る四半期包括利益 15,533 12,281
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【注記事項】

(会計方針の変更)

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成25年９月13日。以下「連結会計基準」

という。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号　平成25年９月13日。以下「事業分離等

会計基準」という。）等を、第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当

社の持分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用と

して計上する方法に変更いたしました。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合について

は、暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半

期連結財務諸表に反映させる方法に変更いたします。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分か

ら非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第３四半期連結累計

期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項（４）、連結会計基準第44－５項（４）

及び事業分離等会計基準第57－４項（４）に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期

首時点から将来にわたって適用しております。

なお、当第３四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表に与える影響額はありません。

 
 

(追加情報)

（役員退職慰労金制度の廃止）

当社は、平成27年６月26日開催の定時株主総会（以下、「本株主総会」という。）終結時をもって、役員退職

慰労金制度を廃止しました。

これに伴い、本株主総会終結後も引き続き在任する取締役及び監査役については、本株主総会終結時までの在

任期間に応じた退職慰労金を打ち切り支給し、その支給時期を退任時とします。

このため、第1四半期連結会計期間より、当社の「役員退職慰労引当金」残高を取崩し、打ち切り支給に伴う未

払額76,910千円を長期未払金として固定負債の「その他」に含めて表示しています。　

 
　(役員に信託を通じて自社の株式を交付する取引)

当社は、平成27年６月26日の定時株主総会決議により、当社の取締役に対するインセンティブ付与を目的とし

て、「役員報酬ＢＩＰ信託」を導入いたしました。

役員報酬ＢＩＰ信託は、予め定める株式交付規程に基づき取締役に交付すると見込まれる数の当社株式を当社

から一括取得し、役位及び在任期間に応じて取締役に当社株式を交付いたします。取締役が株式の交付を受ける

のは、原則として取締役退任時となります。　

信託に関する会計処理については、「従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引に関する実務上の取

扱い」（実務対応報告第30号平成27年３月26日）に準じて、総額法を適用しております。これにより、信託とし

て保有する当社株式を、信託における帳簿価額で株主資本の「自己株式」に計上しております。

当該自己株式の帳簿価額及び株式数は、当第３四半期連結会計期間末において、78,125千円、125,000株であり

ます。

 

(四半期連結貸借対照表関係)

※ 四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。

なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形

が、四半期連結会計期間末残高に含まれております。

 
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成27年12月31日)

受取手形 -千円 12,864千円
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)及びのれん償却額は、次のと

おりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年12月31日)

減価償却費 91,783千円 97,283千円

のれん償却額 15,351 22,523 
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(株主資本等関係)

 Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日)

 配当金支払額

 

(決議) 株式の種類
配当金の総額

(千円)

１株当たり
配当額
(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月27日
定時株主総会

普通株式 83,487 10.00 平成26年３月31日 平成26年６月30日 利益剰余金

平成26年10月29日
取締役会

普通株式 41,743 5.00 平成26年９月30日 平成26年12月５日 利益剰余金

 

　（注）1.平成26年６月27日定時株主総会決議による配当金の総額には、信託が保有する自社の株式に対する配当金3,125
千円が含まれております。

2.平成26年10月29日取締役会決議による配当金の総額には、信託が保有する自社の株式に対する配当金1,362千円
が含まれております。

　
 

 Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年12月31日)

 配当金支払額

 

(決議) 株式の種類
配当金の総額

(千円)

１株当たり
配当額
(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月26日
定時株主総会

普通株式 83,486 10.00 平成27年３月31日 平成27年６月29日 利益剰余金

平成27年10月29日
取締役会

普通株式 42,368 5.00 平成27年９月30日 平成27年12月４日 利益剰余金

 

　（注）1.平成27年６月26日定時株主総会決議による配当金の総額には、信託が保有する自社の株式に対する配当金2,409
千円が含まれております。

2.平成27年10月29日取締役会決議による配当金の総額には、信託が保有する自社の株式に対する配当金1,662千円
が含まれております。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自平成26年４月１日 至平成26年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位:千円)

 

報告セグメント

合計メカトロ
関連事業

ファシリティ
関連事業

コンテンツ
サービス事業

売上高     

(1)外部顧客への売上高 4,141,255 6,463,472 2,115,029 12,719,758

(2)セグメント間の内部
  売上高又は振替高 － 618 315 933

計 4,141,255 6,464,090 2,115,345 12,720,691

セグメント利益 285,135 273,751 138,690 697,576
 

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主

な内容(差異調整に関する事項)

 (単位:千円)

利益 金額

報告セグメント計 697,576

のれん償却額 △15,351

その他の調整額 △58,522

四半期連結損益計算書の営業利益 623,703
 

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

 該当事項はありません。

 
Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自平成27年４月１日 至平成27年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位:千円)

 

報告セグメント

合計メカトロ
関連事業

ファシリティ
関連事業

コンテンツ
サービス事業

売上高     

(1)外部顧客への売上高 4,546,531 6,206,658 2,171,466 12,924,657

(2)セグメント間の内部
  売上高又は振替高 － 715 216 931

計 4,546,531 6,207,374 2,171,683 12,925,589

セグメント利益 240,028 315,316 124,883 680,227
 

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主

な内容(差異調整に関する事項)

 (単位:千円)

利益 金額

報告セグメント計 680,227

のれん償却額 △22,523

その他の調整額 △80,837

四半期連結損益計算書の営業利益 576,867
 

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

 該当事項はありません。
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　　　４. 報告セグメントの変更等に関する事項

　　　　（報告セグメントの利益又は損失の算定方法の重要な変更）

事業構造を変化させていく中で、報告セグメント別の経営成績をより適切に反映させるため、第１四半期

連結会計期間より、当社の一般管理費を売上高等の比率を基準とした配賦方法から、関連が明確な費用につ

いては各セグメントに賦課し、それ以外の費用については人員比率を基準とした配賦方法に変更しておりま

す。

当該変更により、従来の方法に比べて、当第３四半期連結累計期間のメカトロ関連事業のセグメント利益

が101,624千円減少し、ファシリティ関連事業のセグメント利益が101,624千円増加しております。

 

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

 
前第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額 36円73銭 39円52銭

  (算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する
四半期純利益金額(千円)

296,208 321,327

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益金額(千円)

296,208 321,327

普通株式の期中平均株式数(株) 8,064,936 8,131,452
 

(注)１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．株主資本において自己株式として計上されている従業員持株会支援信託ＥＳＯＰ（当第３四半期連結累計期

間 217,229株、前第３四半期連結累計期間 283,763株）及び役員報酬ＢＩＰ信託（当第３四半期連結累計期間

55,000株）に残存する自社の株式は、１株当たり四半期純利益金額の算定上、期中平均株式数の計算において

控除する自己株式に含めております。

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

平成27年10月29日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

(イ)配当金の総額・・・・・・・・・・・・・・・42,368千円

(ロ)１株当たりの金額・・・・・・・・・・・・・５円00銭

(ハ)支払請求の効力発生日及び支払開始日・・・・平成27年12月４日

  (注) 平成27年９月30日現在の株主名簿に記載または記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

 

平成28年２月10日

株式会社マイスターエンジニアリング

取締役会 御中

 

新日本有限責任監査法人
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   秋   山   賢   一   印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   植   木   貴   幸   印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社マイス

ターエンジニアリングの平成27年４月１日から平成28年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平成27

年10月１日から平成27年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成27年４月１日から平成27年12月31日まで)に係

る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注

記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社マイスターエンジニアリング及び連結子会社の平成27年

12月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じ

させる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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